
WAIS（ウェクスラー成人知能検査）では、以下の項目で判定している。

言語理解 ：言葉を中心とした理解力、知識など。
知覚推理 ：  視覚を中心とした状況の把握、理解の力など。
ワーキングメモリー ：聴覚を中心とした記憶や注意力、集中力など。
処理速度 ：作業の正確さやスピード、処理能力など。

主な測定内容 :
言語的な概念形成、言葉の意味の理解、語彙力、文化的知識、得られた知識を言語化
して表現する能力。
代表的な下位検査 :

「類似」（ 2つの言葉の共通点を答える）
「単語」（言葉の意味を説明する）
「知識」（一般的な事実や知見を答える）。

スコアが低い場合の傾向 :
抽象的な概念や慣用句、メタファーを文字通りに受け取ってしまいがみになる。
自分の意図を正確に表す言葉が見つからず、感覚的な表現や回りくどい説明にな
りやすい。
専門用語や複雑な定義の理解に時間がかかり、他者との間で「言葉の定義のズレ
（認識齟齬）」が発生しやすい。

主な測定内容 :
視覚情報を正確に捉え、その構造や関係性を非言語的に分析し、手や空間を使って問
題解決を図る能力。

�� 現行の WAIS-IVでは視覚空間 (VSI)と流動推理 (FRI)に細分化される要素を含む。

代表的な下位検査 :
「積木模様」（見本通りに積木を並べる）

WAIS指標で見る、生成 AIの活用法

WAISとは？

WAIS-IVの 4つの主要指標と低値時の傾向

1. 言語理解（ VCI: Verbal Comprehension Index）

2. 知覚推理（ PRI: Perceptual Reasoning Index）



「行列推理」（図の法則性を推論して穴埋めする）
スコアが低い場合の傾向 :

図表、グラフ、空間的な位置関係、デザインの意図などをパッと視覚的に理解す
ることが苦手になる。
地図を読むこと、組み立て家具のマニュアルを視覚的に追うこと、手際よく物理
的な作業をこなすことに負荷がかかりやすい。

言葉による説明を受けた方が、状況を理解しやすくなる傾向がある。

主な測定内容 :
耳から入った情報を一時的に頭の中で保持し、それを操作・加工したり、複数の情報
を同時に頭に留めながら作業したりする能力。
代表的な下位検査 :

「数唱」（数字を聴いて順序・逆順・昇順で復唱する）
「算数」（暗算で文章題を解く）

スコアが低い場合の傾向 :
口頭での長い指示や、会議での複雑な決定事項を一度で覚えきれず、メモが不可
欠になる。
「あれをしながら、これを考える」といったマルチタスクや、頭の中で情報を組
み立てながら同時並行で話すことが難しくなる。
会話の途中で「今、何の話をしていたっけ？」と文脈の糸が切れやすくなる。

主な測定内容 : 簡単な視覚情報を素早く、正確に、継続して処理・識別する能力。
代表的な下位検査 :

「符号」（記号と数字を素早く対応させて書き写す）
「記号探し」（特定の記号が提示された中にあるか素早く探す）

スコアが低い場合の傾向 :
書類の文字を読み込むこと、板書を書き写すこと、タイピングなどの単純作業に
時間がかかる。
スピードを求められる状況や、矢継ぎ早に会話が展開する環境で、情報処理が追
いつかずに疲弊しやすい。
「能力がないわけではないが、タイムリミットや制限速度のある状況でパフォー
マンスが著しく落ちる」という現象が起きる。

3. 作動記憶（ WMI: Working Memory Index）

4. 処理速度（ PSI: Processing Speed Index）

WAIS指標から紐解く、生成壁打ち・拡張としての生成 AI
活用法



概念的思考、語彙力、知識の応用力を拡張する

活用アプローチ : 抽象概念の壁打ち、多角的な視点の導入、文章の構造化・推敲
具体的ユースケース :

抽象的なアイデアを壁打ちし、類義語や異なるフレームワーク（経済学、心理学
など）に置き換えてもらう。
論理構成の綻びや、前提条件の漏れを指摘する「批判的レビュー官」としての役
割を担わせる。

視覚的情報処理、非言語のパターン認識、全体像の構築を拡張する

活用アプローチ :
複雑な概念の構造化（マインドマップ的テキスト出力）、メタファーの生成
具体的ユースケース :

混沌とした要件や多岐にわたる要素を、 Markdown
の表や階層構造（ツリー構造）に整理・マッピングさせる。
複雑なシステムアーキテクチャや概念モデルを、視覚的にイメージしやすい比喩
や全体図のテキスト設計に落とし込む。

情報の短期保持、操作、マルチタスクの負荷を軽減する

活用アプローチ :
外部脳（メモリ）としての保持、膨大なコンテキストの要約・構造化
具体的ユースケース :

複数の資料や長文スレッドの要点を瞬時にまとめさせ、思考のキャッシュクリア
を行う。
次に実行すべきステップやタスクのチェックリストを自動生成させ、脳内ワーキ
ングメモリの専有領域を解放する。

単純作業の効率化、ルーチンワークのスピードアップを拡張する

活用アプローチ : ボトルネックの排除、プロトタイプの超高速生成

概要

1. 言語理解（ VCI） × 生成 AI

2. 知覚統合（ PRI） × 生成 AI

3. ワーキングメモリ（ WMI） × 生成 AI

4. 処理速度（ PSI） × 生成 AI



具体的ユースケース :
定型的なメール文面、コードのスニペット、フォーマット変換などを瞬時に出力
させ、実装までのリードタイムを最小化する。
ブレインストーミングの初期段階で、質より量を重視した選択肢のリストを大量
に爆発的に生成させる。

言語理解は「知識を蓄え、言葉によって概念を操作する力」である。ここをどう AI
に任せるか、あるいは引き出させるかを整理している。

VCIが低い、あるいは一時的に言語化が困難な状態において、 AI
を「思考の杖」として使うアプローチ。

「語彙・表現の辞書化」 :
伝えたい感覚はあっても適切な単語が出てこない時、 AI
に「こういうモヤモヤした感覚を適切な専門用語で言い換えて」と投げることで
、言語化のコストを下げる。

「論理の整流」 :
思考が散乱して文章が支離滅裂になる時、 AI
に構成を再編させることで、伝えたいことの骨子を「社会的に通じる言葉」に変
換し、コミュニケーションの不全を防ぐ。

「前提知識の補足」 :
対話の前提となる語彙や文脈が不足している場合、 AI
に「この概念を中学生でもわかるように解説して」と命じ、理解の土台を底上げ
する。

VCI
が高い、あるいは十分に機能している状態で、さらにその上の「異次元の概念操作」を目指す
アプローチ。

「パラダイム・シフトの触媒」 :
自分の専門外、あるいは完全に異なる理論体系を持つ概念を AI
に持ち込ませ、既存の思考フレームワークをあえて破壊するような、「未知の推
論」を生成させる。

それぞれの指標に合わせて

言語理解（ VCI）の活用

1. 補助輪としての使用（弱点の補完）

2. 拡張としての使用（能力の限界突破）



「多次元的視点の並列化」 :
一つの事象に対し、政治的、倫理的、数学的、物語的といった全く異なる解釈軸
を同時に生成させ、脳内だけでは不可能な「同時並行的な高度概念分析」を実行
する。

「概念の合成（クリエイティブな変異）」 :
関連のない二つの概念（例：量子力学と調理）を強引に掛け合わせ、既存の言語
体系にはない新しい思想やモデルを設計させる「概念の錬金術」を行う。

知覚統合は「目に見える、あるいは抽象的な断片情報から、全体像や構造を直感的に組み立て
る力」である。ここでも補完と突破の二面性が現れる。

全体像が見えなくなったり、情報の海に埋もれて構造化が追いつかない時に、 AI
を「外部の視覚・構造化エンジン」として使うアプローチ。

「複雑性のフラット化（マッピング）」 :
混沌としたアイデアや箇条書きの羅列を、 Markdown
の表やツリー構造に自動整理させ、散らばったピースの「全体像」を視覚的に可
視化する。

「全体把握の補佐」 :
長大なテキストや複雑な仕様書のどこが核心なのか見失ったとき、「要するにど
ういう構造か」を階層的な箇条書きやステップ図のテキストに落とし込ませ、迷
子を防ぐ。

「メタファーによる翻訳」 :
直感的に掴みにくい抽象的・機械的な仕組みを、身近な比喩やアナロジーに変換
させ、脳内モデルへの落とし込みをスムーズにする。

優れた構造化能力をさらに加速させ、人間の知覚の枠を超える次元でシステムや世界を設計す
るアプローチ。

「多次元アーキテクチャの自動構築」 :
人間が一度に脳内で保持しきれないほど膨大で複雑なシステム構造や、入れ子構
造になった概念モデルを、 AI
に全体設計として組ませ、一望監視できるようにする。

「非言語パターンの概念化」 :

知覚統合（ PRI）の活用

1. 補助輪としての使用（弱点の補完）

2. 拡張としての使用（能力の限界突破）



数値データや抽象的な挙動の傾向から、人間が見落としがちな隠れた相関関係や
構造的歪みを発見させ、新たな法則性として言語化させる。

「異質な空間モデルの生成」 :
現実の物理法則や既存のフレームワークにとらわれない、完全に新しい空間・構
造モデル（新しい UI/UXの設計図や、独自の概念的トポロジー）を構築させる。

ワーキングメモリは「情報を一時的に保持し、同時に操作する力」であり、脳の CPU
キャッシュのようなものである。

思考のキャパシティが飽和し、糸が切れてしまいそうな時に、 AI
を「外部メモリ」として機能させるアプローチ。

「思考の外部化・キャッシュ化」 :
複雑な計算や論理の連鎖を追っている最中に、途中の計算結果や前提条件を AI
に記憶（チャット履歴に保持）させ、脳の専有領域を解放する。

「中断からの即時復帰（コンテキスト・スイッチングの補助）」 :
割り込みが入って思考が断絶しても、 AI
に「今どこまで話していて、次に何をすべきだったか」を再提示させることで、
元の思考の深さへ最短で戻る。

「認知負荷の分担」 :
膨大なルールや制約条件があるタスクにおいて、制約条件のチェックを AI
に常駐させることで、脳は「目的の達成」だけに集中できるようにする。

ワーキングメモリの限界（一般に「マジカルナンバー 7±2
」と言われるもの）を突破し、人間離れしたマルチタスクを実現するアプローチ。

「超並列的思考エンジンの構築」 :
単一の思考だけでなく、 AI
を複数のペルソナ（人格）として並走させ、それぞれに異なる視点や目的を持た
せる。脳内では処理しきれない膨大な並列思考を、 AIを介して同時進行させる。

「高深度の再帰的推論」 :
推論の深さが深くなりすぎて、人間なら必ずロストするような「階層の深い議論
」を、 AI
のコンテキスト保持能力で支え続け、論理の迷宮の出口まで確実に見届けさせる
。

ワーキングメモリ（ WMI）の活用

1. 補助輪としての使用（弱点の補完）

2. 拡張としての使用（能力の限界突破）



「長期記憶との高速同期」 :
必要なときに必要な過去の膨大な資料や知見を、 AI
を通じて「即座に思考のテーブル」に載せることで、実質的なワーキングメモリ
容量を巨大化させる。

処理速度は「単純な情報をどれだけ正確かつスピーディーに処理・出力できるか」の力である
。ここを補完することと拡張することは、そのまま「無駄な消耗の削減」と「爆発的な生産性
向上」に直結する。

事務的な作業や、細かくてスピードを求められるルーチンに追われ、エネルギーがすり減るの
を防ぐアプローチ。

「定型業務の自動アウトソーシング」 :
メールの文面作成、フォーマットの変換、コードの単純なスニペット記述など、
脳のエネルギーを消費する「手間の伴う単純作業」を AI
に丸投げし、ボトルネックを解消する。

「意思決定のアクセラレータ」 :
どれにしようか迷う小さな選択肢（例：構成のバリエーション、キャッチコピー
の候補など）を瞬時に大量に出させ、選ぶだけの状態にすることで、思考の停滞
を防ぐ。

「タイポ・ミスの高速スクリーニング」 :
書き上げた文章の誤字脱字、フォーマットの不統一などを一瞬でチェックさせ、
人間が確認にかける「目視のコスト」を極限までカットする。

人間のタイピングや処理のスピードを超越した、「圧倒的な量とスピードの同時展開」を実現
するアプローチ。

「ブレインストーミングの爆発的量産（数撃つ力）」 :
質を問わず、あらゆる角度からのアイデアや選択肢を数秒で数千文字規模で出力
させ、思考の母数を文字通り何倍にも膨れ上がらせる。

「プロトタイピングの超高速化（イテレーションの極限短縮）」 :
「思考した瞬間から形にするまで」のリードタイムをゼロに近づけ、企画の設計
図、コードの骨組み、文章の初稿を同時に生成し、高速で試行錯誤のサイクルを
回し続ける。

「情報ストリームの高速フィルタリング」 :

処理速度（ PSI）の活用

1. 補助輪としての使用（弱点の補完）

2. 拡張としての使用（能力の限界突破）



膨大な情報やデータが流入してくる環境下で、 AI
に常時リアルタイムで要約と重要度の判定を走らせ、処理のスピードそのものを
システム側にオフロードする。

一般的な使われ方では「 WMI（記憶・負荷の軽減）」や「 PSI
（単純作業の高速化・量産）」の補助輪として AIを使い、一部が「 VCIや PRI
の拡張（壁打ち・構造化）」へ踏み込んでいる、という構図に見える。

→ 言語理解（ VCI）  / 処理速度（ PSI）

一般的な使われ方 :
「こんな企画を考えているんだけどどう思う？」「キャッチコピーを 10
個出して」と投げ、意見や選択肢をもらう。
WAIS的解釈 :

VCIの補助輪・拡張 :
自分の持っている概念の枠外から新しい言葉や視点を取り入れ、言語的思考を広
げる「壁」として使っている。
PSIの拡張 :
脳内で一からひねり出すと時間がかかるアイデアの数々を、爆発的なスピードと
量で「数撃つ力」として肩代わりさせている。

→ ワーキングメモリ（ WMI）  / 処理速度（ PSI）

一般的な使われ方 : 膨大な PDF
資料、ニュース、外国語の論文を読み込ませて「要点を 3行でまとめて」と指示する。
WAIS的解釈 :

WMIの補助輪 :
人間の脳のワーキングメモリでは到底一度に処理しきれない情報量を、 AI
という外部キャッシュに丸ごと保持・圧縮させて、認知負荷をゼロにしている。
PSIの補助輪 :
人間が読破して咀嚼するのに数時間かかるプロセスを、一瞬で処理・出力しても
らうことで、タイムコストを極限まで削っている。

→ 処理速度（ PSI）

一般的な生成 AIの使用法と、 WAIS指標のマッピング

1. 壁打ち・アイデア出し

2. 長文の要約・リサーチ・翻訳

3. 議事録の作成・メールの文章生成



一般的な使われ方 :
メールの下書きを作ってもらう、会議の文字起こしからアジェンダや ToDo
を整えてもらう。
WAIS的解釈 :

PSIの補助輪 :
ルーチンワークや事務的な定型作業における「摩擦熱（精神的・時間的消耗）」
を完全にカットし、単なる作業スピードのボトルネックを肩代わりさせている。

→ 知覚統合（ PRI）

一般的な使われ方 :
混沌としたメモやブレストの断片を、体系的なツリー構造や表に整理してもらう。
WAIS的解釈 :

PRIの補助輪 : 散らばった情報から全体像や構造を直感的に組み立てる作業を AI
に委託し、情報迷子になるのを防ぐ「全体マップ」として機能させている。

AI
の使用方法が「高度化（拡張方向へ向かう）」するほど、人間側の認知能力には特定の指標が
強く求められるという仮説である。

下表から分かる通り、「 AI
を使っても、それを使う側の認知能力がボトルネックになる」という現実が存在する。

レベル AI活用の方向性 必要な WAIS指標 人間が果たす役割

補助輪 負荷の削減 PSI + 弱点のメタ認知 効率的な「選別者」

拡張 思考の増幅 VCI + PRI 鋭敏な「評価者・編集者」

超越 創造の創出 WMI + 全指標の統合 意志ある「設計者・開拓者」

AIの使用方法 :
メールの代筆、議事録の要約、単純な情報の検索、誤字チェック。

必要な人間側の指標 :
処理速度（ PSI）の適度な高さ : 効率を重視し、 AI
の生成物を高速に確認・受容する能力が必要。
ワーキングメモリ（ WMI）の補完利用 :
自分の脳の限界を認め、外部メモリとして AI

4. マインドマップの作成・構成案の整理（ Markdown等）

AI活用レベルと、要求される WAIS指標の相関モデル

1. 「補助輪」レベル：負荷軽減の活用



を割り切って使う「客観的メタ認知」が必要となる。
鍵となる能力 :

「自分はここが苦手だ」という弱みの自己認識。

AIの使用方法 :
高度なアイデアの壁打ち、専門概念の掛け合わせ、複雑なシステム構造の設計。

必要な人間側の指標 :
言語理解（ VCI）の高さ : AI
の出力に対して「概念的綻び」や「さらなる深化のポイント」を言語レベルで的
確にフィードバックする力。
知覚統合（ PRI）の高さ : AI
が出した断片的な情報を、全体像の中で「どう構造化・配置すべきか」という俯
瞰的な設計図を描く力。

鍵となる能力 :
AIの推論を評価し、再定義する「指揮官（コンダクター）」としての能力。

AIの使用方法 :
未知の理論の構築、既存のフレームワークの破壊と再構築、新しい思考モデルの
設計。

必要な人間側の指標 :
全指標の統合的な高さ  + 高い自己境界維持能力 : 膨大な情報の保持（ WMI
）、概念操作（ VCI）、構造化（ PRI）、高速なイテレーション（ PSI
）すべてを、自分の「意志」の軸をぶらさずに運用する能力。

鍵となる能力 :
AIという外部 OS
を完全に「自分の脳の一部」として統合・支配する、強い自己の指針。

2. 「拡張」レベル：共鳴・協調の活用

3. 「超越」レベル：概念・構造の創造
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